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6月定例
会

市議会６月定例会は、６月14日から19日までの日程で開催され

ました。今回の定例会では、株式会社コスモプラザ西根をはじめと

する第３セクター４社などの経営状況報告が行われたほか、八幡平

市税条例の一部改正、八幡平市友好都市交流促進センターなど12施

設に係る指定管理者の指定、平成18年度一般会計や特別会計の補正

予算など、合わせて30の議案が提案され、全議案が原案のとおり可

決されました。第３セクター各社の経営状況について田村正彦市長

は、「統合も含めた合理化も視野に入れて、徹底して再建に努めてい

きたい」と述べました。

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の

▼
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
旧
荒
屋
小
学
校
の
一
部
を
、

引
き
続
き
後
藤
秀
夫
氏
（
ゴ
ト

ウ
・
シ
ュ
ウ
の
名
前
で
活
動
す

る
芸
術
家
）
へ
無
償
で
貸
し
付

け
る
も
の
で
、
絵
画
制
作
や
展

覧
会
開
催
、
絵
画
教
室
の
開
催

な
ど
、
文
化
活
動
の
場
に
供
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
交
通
事
故
事
件
に
係
る
示
談

を
す
る
こ
と
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

２
月
９
日
に
安
代
で
発
生
し

た
、
市
所
有
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
一
般
車
両
と
の
物
損
事
故
に

係
る
も
の
で
、
過
失
割
合
は
、

市
が
１
０
０
％
で
す
。
な
お
、

損
害
賠
償
金
額
９
万
２
３
８
９

円
は
、
市
町
村
総
合
賠
償
保
険

制
度
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

▼
八
幡
平
市
友
好
都
市
交
流
促

進
セ
ン
タ
ー
ほ
か
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
、
表
１
の
と
お
り

指
定
管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
農
業
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

８
月
31
日
に
農
業
委
員
の
在

任
特
例
期
間
が
満
了
し
、
選
挙

に
よ
る
委
員
定
数
が
41
人
か
ら

30
人
に
減
少
す
る
の
に
伴
い
、

部
会
の
数
と
各
部
会
の
委
員
定

数
を
見
直
す
も
の
で
す
。

▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６

３
７
１
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。
補
正
の
主
な
も
の
は
、

市
議
会
政
務
調
査
交
付
金
５
２

０
万
円
、
保
育
所
運
営
業
務
委

託
料
１
４
４
３
万
円
、
い
わ
て

農
業
担
い
手
支
援
総
合
対
策
事

業
費
補
助
金
３
３
０
０
万
４
０

０
０
円
、
大
更
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
設
計
業
務
委

安代地区老人クラブの皆さんが議場を見学しました（7月11日）

第
3
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
を
報
告

徹
底
し
て
再
建
に
努
力

徹
底
し
て
再
建
に
努
力
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託
料
４
１
４
万
円
な
ど
で
す
。

問

民
生
費
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
費
で
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
委
託
料
が
５
８
５

万
円
の
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
業
務
委
託
の
予
定
だ
っ
た
が
、

同
セ
ン
タ
ー
が
手
い
っ
ぱ
い
の

た
め
、
委
託
料
か
ら
賃
金
に
予

算
を
組
み
替
え
、
市
で
臨
時
職

員
と
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

採
用
し
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
や

家
族
の
支
援
な
ど
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

問

安
代
地
区
の
粗
大
ご
み
収

集
方
法
が
昨
年
と
違
う
点
が
あ

る
が
、
何
か
不
都
合
な
面
が
あ

っ
た
の
か
。

答

収
集
に
相
当
苦
労
し
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
反
省
の
上
に

立
ち
、
回
数
を
少
し
減
ら
し
、

収
集
す
る
品
目
も
最
も
多
い
も

の
に
集
中
し
６
品
目
と
し
た
。

問

西
根
老
人
憩
の
家
の
運
営

に
当
た
っ
て
、
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
こ
と
は
、
非
正
規
雇
用

で
あ
り
問
題
だ
。
市
が
こ
の
よ

う
な
不
安
定
雇
用
に
か
か
わ
る

こ
と
へ
の
見
解
は
。

答

今
後
、
総
務
課
と
も
検
討

し
、
市
と
し
て
で
き
る
限
り
考

慮
し
て
い
き
た
い
。

問

大
更
小
学
校
の
学
童
保
育

の
利
用
希
望
者
が
、
以
前
１
０

０
人
を
超
え
て
い
た
が
、
大
更

公
民
館
１
階
で
は
狭
く
な
い
か
。

答

２
、
３
年
前
に
取
っ
た
希

望
よ
り
か
な
り
実
数
は
減
っ
て

い
る
。
運
営
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
し
、
学
童
保
育
的
な
面
と
、

児
童
館
的
な
面
に
適
応
で
き
る

役
割
も
併
せ
持
っ
た
学
童
施
設

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問

安
比
高
原
の
住
所
統
一
に

つ
い
て
は
、
18
年
度
中
に
完
全

に
直
し
た
い
と
い
う
話
だ
っ
た

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

現
在
は
、
一
部
が
八
幡
平

市
細
野
、
一
部
が
八
幡
平
市
松

尾
第
１
地
割
に
な
っ
て
い
る
。

地
区
関
係
者
１
０
０
人
を
超
え

る
方
々
の
総
意
と
し
て
、
八
幡

平
安
比
高
原
と
し
て
全
国
に
発

信
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
。

地
域
住
民
と
の
懇
談
な
ど
も
行

い
、
実
現
に
向
け
て
手
順
を
踏

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物

足
り
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

答

既
に
人
的
体
制
も
整
え
て

い
る
の
で
、
早
急
に
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
、
そ
れ
ぞ
れ
28

万
４
０
０
０
円
追
加
す
る
も
の

で
す
。

▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
、
そ
れ
ぞ
れ
42

万
３
０
０
０
円
減
額
す
る
も
の

で
す
。

▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
診
療
施

設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
出
の
総
務
費
か
ら
医
業
費

 八幡平市友好都市交流促進センター 株式会社松尾ふるさと振興公社
 安代福祉センター 
 西根福祉の家 

社会福祉法人
 松野児童館 

八幡平市社会福祉協議会
 寄木児童館 
 柏台児童館 
 八幡平市細野地区農村婦人の家 細野自治公民館
 八幡平市細野地区農作業準備休憩施設 豊畑公民館
 八幡平市横間地区農作業準備休憩施設 八鴨ましら郷土づくり協議会
 八幡平市星沢地区農村環境管理施設 星沢自治公民館

 八幡平市西根地区体育館ほか１６施設
 （西根地区５施設、松尾地区７施設、 社団法人八幡平市体育協会
 　安代地区５施設）

 
八幡平市田山射撃場

 八幡平市ライフル射撃・バイアスロ
  ン協会

表1　各施設における指定管理者

施設の名称 指定管理者の名称

に
８
８
２
万
５
０
０
０
円
を
組

み
替
え
る
も
の
で
、
補
正
の
主

な
も
の
は
、
医
薬
材
料
費
８
５

６
万
７
０
０
０
円
で
す
。

問

18
年
度
が
始
ま
っ
て
２
カ

月
し
か
経
過
し
て
い
な
い
中
、

医
薬
材
料
費
が
当
初
予
算
の
約

２
割
近
い
18
％
増
額
の
補
正
を

す
る
理
由
は
。

答

医
薬
品
が
急
に
増
え
て
い

る
こ
と
と
、
当
初
予
算
で
少
な

め
に
予
算
計
上
し
て
い
た
分
を

今
回
補
正
し
て
、
適
正
な
医
薬

材
料
の
購
入
に
充
て
る
も
の
で

あ
る
。

▼
八
幡
平
市
索
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
、
そ
れ
ぞ
れ
15

万
１
０
０
０
円
追
加
す
る
も
の

で
す
。

旧松尾村と旧安代町にまたがる安比高原。地区住民
から、住所を「安比高原」に統一してほしいという
要望が出されています
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▼
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
西

根
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

収
益
的
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ

５
０
６
万
７
０
０
０
円
を
減
額

す
る
も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

上
水
道
事
業
費
用
の
収
益
的

支
出
を
５
１
８
万
２
０
０
０
円

追
加
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
水

道
事
業
費
用
の
収
益
的
支
出
を

６
４
６
万
２
０
０
０
円
減
額
す

る
も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
診
療
所
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

診
療
施
設
の
効
率
的
運
用
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
松
尾

診
療
所
と
松
尾
歯
科
診
療
所
を

民
間
の
医
師
に
貸
与
す
る
た
め
、

当
該
施
設
を
行
政
財
産
か
ら
普

通
財
産
に
す
る
も
の
で
す
。

▼
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、

松
尾
診
療
所
と
松
尾
歯
科
診
療

所
を
、
無
償
で
民
間
の
医
師
に

貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

▼
松
尾
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て松

尾
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
工
事
の
請
負
契
約
を
、
み
ら

い
建
設
工
業
株
式
会
社
・
株
式

会
社
高
建
工
業
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
と
締
結
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
契
約

金
額
は
３
億
４
５
２
４
万
円
で

す
。

問

入
札
後
の
予
定
価
格
を
公

表
で
き
な
い
理
由
は
。

答

入
札
調
書
は
一
般
に
も
公

開
し
て
い
る
。
公
開
し
な
い
と

し
た
県
内
他
市
の
一
般
的
流
れ

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問

入
札
に
市
内
の
業
者
だ
け

の
指
名
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答

決
し
て
無
理
で
は
な
い
が
、

立
派
な
工
事
を
し
て
も
ら
う
観

点
か
ら
、
今
回
に
つ
い
て
は
共

同
企
業
体
に
発
注
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

▼
八
幡
平
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に

関
し
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て個

人
市
民
税
に
お
け
る
均
等

割
の
非
課
税
所
得
基
準
を
、
17

万
６
０
０
０
円
か
ら
16
万
８
０

０
０
円
に
、
８
０
０
０
円
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。

問

低
所
得
者
へ
の
増
税
と
い

う
中
身
で
あ
る
が
、
所
得
割
分

と
合
わ
せ
る
と
い
く
ら
か
。

答

対
象
者
が
３
０
０
人
程
度

で
、
金
額
で
１
５
０
万
円
程
度

と
考
え
て
い
る
。

▼
八
幡
平
市
老
人
憩
の
家
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

障
害
者
を
高
齢
者
と
同
じ
区

分
と
す
る
な
ど
、
使
用
時
間
、

使
用
区
分
お
よ
び
無
料
規
定
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

使
用
時
間
や
使
用
料
な
ど
は
表

２
の
と
お
り
で
す
。

問

西
根
老
人
憩
の
家
を
老
人

ク
ラ
ブ
で
利
用
す
る
際
に
徴
収

す
る
入
湯
税
は
、
今
ま
で
ど
の

よ
う
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
た

の
か
。

答

管
理
委
託
先
の
福
祉
施
設

協
会
の
委
託
料
に
、
入
湯
税
分

を
上
乗
せ
し
て
補
助
す
る
こ
と

に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
利

用
は
無
料
と
し
て
い
た
。
合
併

時
の
調
整
措
置
で
あ
っ
た
も
の

を
改
め
て
、
通
常
の
取
り
扱
い

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

安
代
老
人
憩
の
家
は
、
温

最近、社会問題となっている児童虐待に万全を期すため、市では八幡平市要保護
児童対策地域連絡協議会（菊田寔

まこと

会長）を設立しました（6月27日）

表2　老人憩の家における使用時間や使用料など

＊障害者とは、身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の所持者で、手帳を持参した者
＊就学前の幼児は無料

西
根
老
人
憩
の
家

使
用
料

安
代
老
人
憩
の
家

使　用　時　間
休　　館　　日

区　　　分

午前９時から午後８時まで（入浴時間は午前10時から午後８時まで）
毎月第１月曜日、８月13日から16日まで、12月28日から翌年１月４日まで
市内に住所を有する者

研修室を利用し、入
浴する者

入浴のみの者 入浴のみの者
研修室を利用し、入
浴する者

左記以外の者

 60歳以上、障害者 100円 100円 590円 430円
 中学生以上 480円 310円 590円 430円
 小 学 生 310円 210円 370円 260円

使
用
料

使　用　時　間
休　　館　　日

区　　　分

午前10時から午後６時まで（入浴時間も同じ）
毎週日・月曜日、８月13日から16日まで、12月28日から翌年１月４日まで、国民の休日
市内に住所を有する者

大広間または和室を
利用し、入浴する者

入浴のみの者 入浴のみの者
大広間または和室を
利用し、入浴する者

左記以外の者

 60歳以上、障害者 無料 無料 300円 150円
 中学生以上 300円 150円 500円 250円
 小 学 生 100円 50円 200円 100円
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泉
で
も
な
く
、
高
齢
者
の
使
用

料
も
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、

設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
整
備
予
定
は
。

答

整
備
は
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
財
政
状
況
な

ど
全
体
的
な
調
整
を
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

▼
八
幡
平
市
個
別
浄
化
槽
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

標
準
事
業
費
を
見
直
し
、
受

益
者
分
担
金
や
使
用
料
の
統
一

を
図
る
も
の
で
す
。
５
人
槽
の

場
合
、
分
担
金
限
度
額
９
万
９

０
０
円
、
使
用
料
が
月
３
７
８

０
円
と
な
り
ま
す
。

問

個
別
浄
化
槽
の
負
担
金
の

決
め
方
と
し
て
、
利
用
者
の
人

数
に
応
じ
て
浄
化
槽
規
模
が
決

ま
る
の
で
は
な
く
、
住
宅
の
床

面
積
で
決
め
る
の
は
実
態
に
合

◎
株
式
会
社
安
代
産
業
振
興
公
社

▼
７
６
４
万
円
の
赤
字

▼
テ
レ
ト
ラ
ッ
ク
で
は
山
ブ
ド
ウ
製
品
販
売

や
宴
会
な
ど
で
収
益
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
温

泉
館
、
安
代
林
業
セ
ン
タ
ー
で
は
苦
戦

安
代
産
業
振
興
公
社
が
今
ま
で
安
代
町
か
ら

受
託
し
て
い
た
庁
舎
清
掃
な
ど
の
管
理
業
務
は
、

入
札
の
結
果
、
民
間
委
託
さ
れ
た
。

◎
社
団
法
人
西
根
町
体
育
協
会

▼
平
成
18
年
４
月
１
日
、
松
尾
村
体
育
協
会
、

安
代
町
体
育
協
会
と
合
併
し
、
社
団
法
人
八
幡

平
市
体
育
協
会
が
発
足

◎
平
成
17
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

▼
市
道
松
久
保
線
整
備
事
業
や
松
尾
中
学
校

屋
内
運
動
場
整
備
事
業
な
ど
７
件
、
５
億
４
５

１
３
万
９
０
０
０
円
を
繰
り
越
し

◎
平
成
17
年
度
八
幡
平
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

▼
平
舘
・
寺
田
南
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

の
舗
装
本
復
旧
工
事
２
件
、
４
２
０
０
万
５
０

０
０
円
を
繰
り
越
し

◎
株
式
会
社
コ
ス
モ
プ
ラ
ザ
西
根

▼
新
役
員
を
昨
年
12
月
26
日
に
決
定

▼
重
油
高
騰
で
経
費
が
５
０
０
万
円
増
加

▼
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村
の
利
用
者
は

10
万
４
０
０
０
人
（
前
年
度
比
13
％
減
）

▼
道
の
駅
に
し
ね
生
産
直
売
施
設
の
利
用
者

31
万
８
０
０
０
人
（
前
年
度
比
１
％
増
）

▼
単
年
度
で
初
め
て
１
６
９
１
万
円
の
赤
字

決
算
と
な
っ
た
が
、
出
資
金
融
機
関
の
引
き
揚

げ
を
招
か
な
い
た
め
の
経
営
判
断
で
、
累
積
黒

字
か
ら
株
主
配
当
を
実
施
し
た
。

◎
八
幡
平
温
泉
開
発
株
式
会
社

▼
単
年
度
で
６
２
０
万
円
の
黒
字
決
算

▼
営
業
益
が
伸
び
た
要
因
は
、
不
動
産
の
土

地
売
り
上
げ
に
よ
る
も
の

▼
ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン
の
経
営
は
、
株
式
会

社
松
尾
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
に
経
営
委
託
し
て

い
た
が
、
今
年
４
月
か
ら
直
営
と
し
た
。

▼
給
湯
業
務
で
、
引
湯
管
２
系
列
の
更
新
と
、

道
路
改
良
工
事
に
伴
う
引
湯
管
移
設
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
、
給
湯
補
償
金
（
預
か
り
金
）
の

一
部
を
運
用
し
た
い
。

▼
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
製
造
施
設
は
廃
止

す
る
が
、
放
置
す
る
考
え
で
は
な
い
。
新
た
な

受
け
入
れ
先
を
探
す
。

▼
給
湯
料
の
値
上
げ
は
避
け
る
。

◎
株
式
会
社
松
尾
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

▼
な
か
や
ま
荘
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
物
産
館
、

ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー

の
業
務
で
単
年
度
２
６
１
４
万
円
の
赤
字

▼
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
事
業
は
廃
止

行
政
報
告

行
政
報
告

行
政
報
告

表3　個別浄化槽における分担金限度額や月額使用料など

人槽区分 標準事業費 分担金限度額 月額使用料

  ５人槽 909,000円 90,900円 3,780円

  ６人槽～ ７人槽 1,104,000円 110,400円 4,410円

  ８人槽～10人槽 1,446,000円 144,600円 5,040円

 11人槽以上    別に定める  

わ
な
い
決
め
方
だ
。
例
え
ば
３

人
家
族
の
場
合
、
農
業
集
落
排

水
が
設
置
さ
れ
て
い
る
住
民
と

そ
う
で
な
い
住
民
と
の
間
に
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
負
担
に

２
倍
の
差
が
あ
る
。
不
公
平
だ

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
。

答

現
に
２
人
し
か
住
ん
で
い

な
く
て
も
大
き
な
家
と
い
う
こ

と
は
、
将
来
家
族
が
増
え
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。
市
で
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、

個
別
浄
化
槽
の
料
金
も
総
合
的

に
勘
案
し
て
料
金
設
定
し
た
い
。

個別浄化槽の設置について、詳しくは市役所上下水道部にお問い合わせください

郷土の新酒と食のゆうべ（写真）をはじめ、
催しなどで営業努力に務める第3セクター


